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プロローグ
クリントン大統領が退任間際に署名・成立した法律に「日本帝国政府情報
公開法」があります。2000年12月27日に署名，2001年３月27日発効しまし
た。
アメリカ・ワシントンの国立公文書館に保有されている関係資料は500万
～800万ページに及ぶと紹介されています。これを担当するのは，「ナチス戦
争犯罪・日本帝国政府記録法省庁間作業部会」です。アメリカ合衆国政府が
保有する1931年９月18日から1948年12月31日の資料を，国立公文書館でだれ
でも利用できるための法律です。
アメリカは，日本に先だち1998年に「ナチス戦争犯罪情報公開法」を発効
させ，ナチスの戦争犯罪を追及しています。さきの「日本帝国政府情報公開
法」は，それに続くもので，いわゆる15年戦争に関する日本政府の情報を公
開するものです。
アメリカが「公開法」に踏み切った背後には，アメリカ政府が日本政府に
返還した「七三一部隊」関連資料などを非公開にしていることもあると指摘
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「過去を学べ」
――クリストバル・コロンからバルトロメ・デ・ラスカサスへ（１）――
小　柳　伸　顕
〔研究ノート〕
キーワード：過去，歴史，大航海時代，レコンキスタ，スペイン人キリスト教徒
されています。
日本帝国政府情報が保管されている「国立公文書館」の左右の門には，次
のように記されていると言います。いつかこの目で確めたいと思います。
左　過去に起きたことはプロローグ（序章）である
右　過去を学べ
「国立公文書館」の左右の門の「ことば」は，歴史とどう対峙するかと言
う課題にとっての大きなヒントです。過去とどう向き合うかは，過去を未来
にどう生かすかとも不可分です。
ドイツの哲学者Ｅ．ブロッホはその著『トーマス・ミュンツアー』（樋口
大介・今泉文子訳・国文社・1982年刊）で，早すぎた宗教改革者トーマス・
ミュンツアーを評してこう言っています。
「ミュンツアーとは，とりわけ豊穣な意味における歴史である。かれとか
れのもの，そして記録されるに値するすべての過去は，われわれに責務を課
し，われわれを熱狂させ，いつもわれわれめがけて言われてきたことをいっ
そう広範に支持するためにあるのだ」。
多分，「国立公文書館」の「過去を学べ」もまた，Ｅ．ブロッホの指摘に
通底すると言えましょう。
トーマス・ミュンツア （ー1490頃－1525）は，わずか35年の生涯でしたが，
Ｅ．ブロッホが言うように，今日もなおトーマス・ミュンツアーのことばと
行動はわたしたちに語りかけるものがあります。
ミュンツアーと同時代のラス・カサス（1484－1566）を知ったのは，ある
意味で偶然でした。
ある読書会で石原保徳『インディアスの発見－ラス・カサスを読む』（田
畑書店・1980年刊）を取りあげました。20年も前のことです。
キリスト教史と言えば，プロテスタント史と思ってきたわたしには，ラ
ス・カサスは新鮮でした。キリスト教－ヨーロッパ－ドイツ的と短絡的な思
考を続けてきたわたしにとってスペイン人キリスト教徒ラス・カサスは，新
鮮さと共に驚きでした。
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正直スペインに対しては偏見がありました。その偏見のベールを剥いでく
れたのは，増田義郎『新世界のユートピア－スペイン・ルネサンスの明暗』
（1971年研究社出版刊・1989年・中公文庫）でした。
ラス・カサスについては，当時購読していた雑誌「指」（1982～83）に，
大阪府立女子大の萩原弘子が，「ラス・カサス」を連載していました。しか
し，それの読み方を深めてくれたのは，増田義郎の著書でした。
さらに，ラス・カサスに向う意味を示唆されたのは，インディアス群書の
一冊ラス・カサス『インディアス破壊を弾劾する簡略なる陳述』（石原保徳
訳・現代企画室・1987年刊）の解説Ⅰとしてあったドイツの評論家Ｈ・Ｍ・
エルツェンベルガーの論文「ラス・カサス　あるいは未来への回顧」でし
た。
この論文は，1967年に執筆されたもので，根底にはアメリカのベトナム戦
争への批判があります。1967年と言えば，アメリカがベトナム戦争に深く介
入していった時期です。
Ｈ・Ｍ・エルツェンベルガーは，論文をこう結んでいます。
「抑圧された諸民族は，かれ（注ラス・カサス）流のことばで言うと，『理
性的で，正義を愛する人間なら，すべてが正当な理由があると認める，正当
な戦い』を行うものだ。
このたたかいは，我々の眼前でくりひろげられる。ヴェトナムでの戦争は
その見本である。ラス・カサスがはじめて記述した，富裕な民族が貧しい民
族に対して行う支配が，そこでは実演されている。我々が毎朝，新聞受けに
見出す見出しは，インディアスの破壊が，今日もなお進行中であることを証
明している。1542年の『簡略な陳述』は，我々自身の未来へのふりかえりで
ある」。
幸いにもラス・カサス『簡略な陳述』は，すでに染田秀藤訳『インディア
スの破壊についての簡潔な報告』（岩波文庫・1976年第１刷この第４刷1980
年刊）で読んでいましたが，Ｈ・Ｍ・エルツェンベルガーの解説は，ラス・
カサスを読む重要さを教えてくれました。
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スペイン語ができるわけでもありません。もちろん中世キリスト教史の研
究者でもありません。それでもスペイン人キリスト教徒の生き方を通し，キ
リスト教を自分なりに考え直してみようと思ったのが，14～５年前からです。
とにかく石原保徳やＨ・Ｍ・エルツェンベルガー，増田義郎に導びかれな
がら，過去（ラス・カサス）を学ぼうと思いました。
石原保徳は，岩波書店の編集者でした。かれは，「大航海時代叢書第Ⅰ
期・第Ⅱ期」そして「アンソロジー新世界の挑戦」などを手がけました。多
分，かれの努力がなければ，大航海時代叢書をはじめ中世とラテン・アメリ
カを結ぶ諸史料を，わたしたちのような一般人は，生涯読むことができなか
ったでしょう。
ラス・カサスの主著『インディアス史』も五冊本となって大航海時代叢書
第Ⅱ期21～25に収められています。『インディアス史』全巻が外国語に訳さ
れたのは，日本がはじめてと聞きました。
この大航海時代叢書は，本文訳と共に編集部名で書かれた解説が興味深い
ものです。わたしの推察ですが，『インディアス史』に附録としてある「大
航海時代叢書」通信の記事はまちがいなく石原保徳の筆によるものです。
Ｈ・Ｍ・エルツェンベルガーについてはすでに触れた通りです。過去を学
ぶ意義を教えられました。
増田義郎は，日本におけるラテンアメリカ研究の第一人者と言えます。か
れとの出会いは『新世界のユーモア』を通してですが，『コロンブス』（岩波
新書）をはじめ種々な本を読みました。ラテンアメリカの基礎知識を養うこ
とができました。なかでも興味深かったのは，1988年１月～３月にかけてＮ
ＨＫ市民大学「黄金郷への旅」でした。教育テレビで，水曜日夜10時15分～
11時までの45分間放映されました。計12回の講座ですが，１～２回を除き，
すべてその時間にはテレビの前に座りました。抜けた分は，ＶＴＲで後日見
るという熱の入れようでした。
テレビの特典か，普段お目にかかれない映像や資料に画像を通して接する
ことができたのもラテンアメリカやスペインを身近なものにしました。また
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この市民大学講座では，歴史を時間と空間の両者から学ぶ重要性にも気付か
せてくれました。歴史は一般に時間を大切にしますが，大航海時代の地図を
見ることにより地理（空間）の大切さを教えられました。
なぜコロンか
これまでも述べてきましたが，わたし自身の関心は，中世一般とかスペイ
ン一般ではなく過去（ラス・カサス）を通してキリスト教を批判的に見直す
ことにあります。
ラス・カサスを取りあげようとすれば，クリストバル
・ ・ ・ ・ ・ ・
・コロン
・・ ・
（1451－
1506）に触れないわけにはいきません。
なぜコロンブスではなくコロン
・・・
か。一般にはクリストファー・コロンブス
です。これはラテン語読みで，後には英語読みとして定着し，今日に至って
います。
コロンの出生は必ずしも明確ではありません。イタリヤ説もあります。イ
タリヤ語で呼べば，クリストフォロ・コロンボです。コロンボ刑事のコロン
ボです。イタリヤのジェノバ出身と言われますが，裏付けは確かでありませ
ん。現在，スペインのマドリードにコロンの13代目のコロン家の娘アヌンシ
アダ・コロンが住んでいます。彼女はまたコロン研究家でもあり，莫大な資
料を保有・管理しています。その資料の一つにコロン家の家系図があります。
しかし，その家系図は，コロン自身から始っています。父や祖父については
全く描かれていません。この事実は，秋山さん（元宇宙飛行士）が，アヌン
シアダ・コロンを訪ねた時，示されたものです。映像で紹介された家系図は，
コロンが根っ子のところにありました（コロンブス・世紀の大誤算　1991年
７月４日ＴＢＳ放映）
この事実も後で触れますが，コロンが，ユダヤ教からの改宗者，新キリス
ト教徒と言われる根拠ともなっています。
コロンは，1506年５月20日スペインのバリヤドリードで亡くなっています。
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また，スペイン王室の援助で大航海に出たことも手伝ってスペイン語読みの
クリストバル・コロンが，一般に使われています。
さて，クリストバルの方ですが，これはコロンのキリスト教徒としての姿
勢をよくあらわしています。キリストを背負う人の意味です。かなり大袈裟
です。しかし，ここにもコロンのキリスト教への忠誠心のようなものを読み
とることができます。コロンがユダヤ教からの改宗者であればなおさら自分
の存在をアピールしたくて，このような名前にしたとも考えられます。スペ
インにおける改宗者の問題は，生死の問題でもありました。
またコロンのキリスト教への忠誠心は，かれのサインからも読みとれます。
このサインは，コロンの直筆と思われます（『図版と資料にみるコロンブス』
ドイツ・ヘルダー社・1991年刊より，次ページサイン参照）。
このサインについて増田義郎は次のように説明しています。
「最後の一行は明白です。クリストフェレンスXristoferensすなわちクリス
トフォロChristoforoという彼の名のラテン語能動現在分詞形で，キリスト
をになう者の意味です。･･･････なお，一説によれは，ＸＭＹは，キリスト，
マリア，ヨセフ，そして上の４字は，Servus Sum Altissimi Salvatorisすな
わち（余は至高の救世主のしもべなり）の略だと言われます」（『コロンブ
ス』）。
1492年のスペイン
コロンと言えば，1492年の大航海，そして新世界への到着が話題になりま
すし，それに終始してきました。世界史の授業も「コロン＝1492」どまりと
言っても過言ではないでしょう。
しかし，スペインにとって「1492年」は，コロンに終始したわけではあり
ません。
誤解をおそれずに言えば，コロン－大航海－新世界到着は，スペインにと
っては，1492年の結果と言えます。
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スペインにとって1492年は，次の月日抜きに考えられません。またグラナ
ダのアルハンブラ宮殿という空間抜きにも考えられません。
1492年１月２日－イスラム教徒
1492年３月31日－ユダヤ教徒
1492年８月３日－キリスト教徒コロン
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レコンキスタ
1492年は，スペインが，キリスト教によって統一された年です。従って，
イスラム教徒とユダヤ教徒はスペインから追放された年です。
スペインは長年にわたって，イスラム教徒，ユダヤ教徒，キリスト教徒
が共存，共生して来た国です。それは，かつてパレスチナがイスラム教，ユ
ダヤ教，キリスト教にとって共存，共生の地であったのと共通します。
スペインにイスラム教徒が来たのは，紀元711年と言われます。アフリカ
からイベリヤ半島に入ってきて征服・支配がはじまります。イスラム教徒に
よるイベリヤ半島のコンキスタ（征服）です。これに対してキリスト教徒に
よるレコンキスタ
・・・・・・
，ことばの意味は再征服，日本語訳では，国土回復運動が
はじまります。レコンキスタが本格化するのは11世紀です。
13世紀になるとレコンキスタは，スペイン南部に向って進みます。コル
ドバ，バレンシア，セルビアのイスラム教徒支配地域が，レコンキスタされ
ます。
イスラム教徒追放に迫車をかけたのは，1469年のカスティーリア王女イ
サベラとアラゴン王子フェルナンドの結婚です。
スペイン統一のための政略結婚でした。それぞれがイサベラ女王，フェ
ルナンデス王となり統一のために精力的に動きます。両者はカトリック両王
と呼ばれました。
両王の結束で，レコンキスタの十字軍（スペイン軍）の動きは加速しま
す。追われるイスラム教徒が最後の砦としたのは，グラナダのアルハンブラ
宮殿でした。
アルハンブラ宮殿は，イスラム文化の粋と言われます。もちろん世界的
な文化遺産でもあります。キリスト教徒の手による宮殿ではありません。
グラナダの砦アルハンブラ宮殿は，1492年１月２日，スペイン人キリス
ト教徒の手に落ちます。781年にわたるスペインにおけるイスラム教支配の
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終った日です。
1492年１月２日は，同じスペインにあっても全く違う日です。イスラム
教徒にとっては敗北の日であり，グラナダ・アルハンブラ宮殿は，敗北の地
です。 スペイン人キリスト教徒とくに十字軍のキリスト教徒にとっては勝
利の日ですし，勝利の記念すべき地なのです。
「アルハンブラの想い出」というギター曲があります。作曲は，タルレガ
（1852～1909）ですが，スペインのギタリスト，イエスペ（1927～1997）が
演奏しています。この曲も，1492年の出来事を知らずに聴くのと，知って聴
くのでは，別に聴こえます。またイスラム教徒として聴くか勝利者キリスト
教徒として聴くかでも大きな違いが生れると思います。余談ですが，イエス
ペには，かれが編曲した有名な「禁じられた遊び」があります。グラナダの
アルハンブラ宮殿で，「アルハンブラの想い出」を聴きたいと願っています
が，未だ実現していません。
800年近くかけ，スペイン人キリスト教徒は，イスラム教徒を武力で絶滅
させたつもりですが、決して滅びることなく今日もなお健在です。
武力では，宗教者や信仰者を絶滅できないという歴史（過去）の証です。
しかし，21世紀になってもこの過去を学ばないアメリカ人キリスト教徒がい
ます。
コンベルソまたはマラーノ
スペイン人キリスト教徒にとってユダヤ教徒もまた追放・弾圧の対象で
した。
スペインにユダヤ教徒が移住して来たのは４世紀のことです。アフリカ
からです。もちろん当時は，キリスト教徒とユダヤ教徒は共存していまし
た。
キリスト教徒によるユダヤ教徒弾圧は，587年の西ゴード国王がキリスト
教徒に改宗したことに端を発しています。
「過去を学べ」
—87—
589年には，トレド会議でユダヤ教弾圧が話しあわれます。スペインでは，
すでにグラナダ，コルドバ，セルビア，トレドと，いずれもユダヤ教徒によ
る自治権をもったユダヤ人社会がありました。これらの都市ではすでに紹介
したようにイスラム教徒も生活していたのです。
ユダヤ教徒が本格的に弾圧されたのは，14世紀末1391年６月６日のこと
です。
イベリヤ全土で，反ユダヤ暴動が起き，ユダヤ教徒4000人が虐殺された
との記録が残されています。この反ユダヤ暴動は，レコンキスタ運動（反イ
スラム）と連動していました。
この暴動を契機に，隠れユダヤ教徒が生れます。一般にコンベルソ（改
宗したユダヤ教徒）と呼ばれています。生活のため表面は，キリスト教徒に
改宗するが，宗教生活ではユダヤ教徒として生きていったのです。
この事実が知られると，イベリヤ全土に，今度は，反コンベルソ運動が
起きます。1449年のトレド，1473年のコルドバです。
ユダヤ教徒あるいはコンベルソ弾圧の極みは1480年の異端審問所の設置
です。隠れユダヤ教徒追放を徹底するために異端審問所がもうけられ，コン
ベルソへの審問が本格的に行われはじめました。
コンベルソは別名マラーノ（スペイン語で豚の意味）とも呼ばれました。
蔑称にとどまらず，憎しみさえ読みとることができます。
またコンベルソは，同じキリスト教徒でも新キリスト教徒と呼ばれ，以
前からのキリスト教徒つまり旧キリスト教徒から区別されていました。
この時代状況を考えるとき，さきに指摘したコロンの出生が謎というの
も理解できます。コンベルソの末裔ではないかとの説が流布されていたから
です。だからこそ，「クリストバル」が生きて来るのです。
異端審問所でコンベルソの審問にあたったのはドミニコ会修道士たちで
す。かれらの「働き」で，1481年には早くもユダヤ人男女計12名が，その信
仰を理由に火刑に処されています。
コンベルソについて知ったのは，不勉強の恥をさらすようですが、小岸
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昭『スペインを追われたユダヤ人－マラーノの足跡を訪ねて』（1992年・人
文書院）を読んで以来です。この書は，衝撃的でした。小岸昭は，その後も
コンベルソ研究を続け『マラーノの系譜』（1998年・みすず書房），『十字架
とダビデの星』（1999年・日本放送出版協会）を発表しています。特に『十
字架とダビデの星』は，隠れユダヤ教徒の500年と副題にある通り，15世紀
スペインを追われた隠れユダヤ教徒が，世界規模で離散した様子をレポート
したもので，「いま問い直す〈十字架の世界史〉」と出版社は紹介していま
す。
小岸昭の一連の研究は，ドイツ文学者としてユダヤ人問題研究から生れ
たものですが，中世のキリスト教を問題にする者にとっては刺激的です。も
ちろん小岸の研究が，ヨーロッパの先行する研究に負う点もありますが，特
色は，やはり彼自身が，「足跡を訪ねて」というように体験と研究を重ねた
ところにあると言えます。
さてユダヤ教徒弾圧への決定打は，1492年３月31日のユダヤ教徒追放令
です。
この追放令もアルハンブラ宮殿と深くかかわっています。アルハンブラ
宮殿で発せられたのです。
追放令の内容は，1492年７月末までにユダヤ教徒は，スペインから出て
いけ，さもなければキリスト教徒に改宗せよというものです。たとえ改宗し
たとしてもマラーノとしてかれらには，厳しい審問が待っています。このと
き15～20万人のユダヤ教徒が，ポルトガル，北アフリカ，フランス，イタリ
ヤへと亡命します。それでもスペインに残ったユダヤ教徒５万人は，キリス
ト教に改宗したと言われます。
イスラム教徒の場合より，ユダヤ教徒弾圧は，厳しかったとも言えます。
近親憎悪と言えるかも知れません。しかし，キリスト教徒によるスペイン統
一が進められるなかで，イスラム教徒への弾圧も強化されていきます。
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スペイン人キリスト教徒またはコロン
イスラム教徒への非寛容は，年を追うごとに徹底されます。
1499年には，イスラム文献の焼却が行われます。1502年には，グラナダ
からモリスコが追放され，1526年にはアンゴラからモリスコが追放されます。
1609年には，ついにモリスコ追放令が出されます。
モリスコとは，スペイン語で「小さなムーア人」を意味し，イスラム教
に改宗したスペイン人をさします。しかし，1492年以後はスペインにとどま
ったイスラム教徒はモリスコとよばれるようになりました。モリスコもまた
マラーノ同様イスラム教徒への蔑称といえます。モリスコは，さきに指摘し
た通り，キリスト教徒により約300万人が，スペインを追放されたといわれ
ます。一方，キリスト教徒統治下でキリスト教の支配に服しスペインに残留
したイスラム教徒は，ムデハール（残留者）と呼ばれていました。
このような時代状況の中で，クリストバル・コロンは，第１回の航海に
出ます。1492年８月３日です。コロンが，スペインのパロス港を出航すると
き，港はスペインを追放されたユダヤ教徒でゴッタがえしていました。
コロンは，さきにも記しましたが，探険家でもあると同時に起業家だっ
たと言えます。
イサベル・フェルナンド両王の支援を得るかたわら，1492年４月17日に
は，サンタ・フェで王たちと航海に関する契約を結んでいます。一般に「サ
ンタ・フェ協約」と言われています。５項目からなる協約には，コロンがこ
の航海にかける起業家としての面目がよく読みとれます。第一は，大洋で発
見もしくは獲得した島や陸地の終身の提督に任じるとともに死後は，相続人
や後継者をも提督に任命し，特権と大権を与えること。第二は，さきの発見
した島や陸地の副王に任命すること。第三は，コロンが将来支配するであろ
う地域での黄金，銀，香辛料に関する利益の10分の１は，コロンに，10分の
９は両陛下（両王）のものになること。第四は，島あるいは陸地での商売上
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生じた訴訟を審議する権限は，提督（コロン）に属すること。第五は，交易
や航海等の費用の８分の１を投資でき，また利益も８分の１をコロンが取得
できること，などを取り決めました。
単なる探険家や冒険家ではないわけです。航海での利益を充分計算に入
れていたことになります。
起業家としてのクリストバル・コロンの側面は，『コロンブス航海誌』
（岩波文庫・1977年以下『航海誌』）からも読みとれます。
現存するというか，いまわたしたちが読むことの出来る『航海誌』は，
直接コロンの筆になるものではありません。
『航海誌』の扉には「これはドン・クリストバル・コロン提督がインディ
アスを発見した最初の航海のたどった途の記録を要約したものである」（バ
ルトロメー・デ・ラス・カサス）と記されています。この『航海誌』の原本
は，いまのところ発見されていません。
ただ，ラス・カサスが要約しなければ，今日，わたしたちは，コロンの
航海を知ることはできなかったことになります。
さらに詳しいコロン論は，ラス・カサスの『インディアス史』にみるこ
とができます。第１巻（日本訳一第28章～第80章）は，まさにコロン論です。
これは，『航海誌』を補う資料と言えます。この第１巻を読むだけでもコロ
ンの『航海誌』原本が存在したことが推定できます。
コロンの航海は，サンタ・フェ協約にみられる性格を強く持っていまし
た。その裏付けは『航海誌』を詳しく読むことで可能です。
コロンは，上記目的を達成するために，西回りでアジア，具体的にはイ
ンドと日本を目ざしました。インドには香辛料を，日本には黄金を求めまし
た。
だからこそコロンは自分が到着した島が，アジア（カタイ）の一部と死
ぬまで信じて疑わなかったと言われています。さらにそこで出会った人たち
を「インディオ」と，また島々を「インディアス」即インドの土地と呼んで
います。
「過去を学べ」
—91—
それは『航海誌』に散見できます。
「我らの主のお助けによりインディアス
・・・ ・ ・ ・
が発見されるまでは，航海をつづ
けねばならないと付言した」（10月10日，水曜日）。
「私はここで暇取っていないで，ともかくシパング
・・・ ・
の島に到着できるかど
うか行ってみたいと考えております」（10月13日，土曜日）（注いずれも岩波
文庫訳以下同じ）。
前者は，「新大陸」到着前の記録であり，後者は，到着後の記録です。シ
パングは，もちろん日本のことです。
またコロンがいかに黄金
・・
にこだわっていたかも『航海誌』から読みとる
ことができます。そのこだわりは驚くべきものです。
「私は丁重に振舞って，果して黄金
・ ・
があるかどうか知ろうと努めまし
た。･･････この島を南の方へ廻って行くと黄金
・・
で作った大盃や，多量の黄金
をもっている王が居ることを彼らの手真似から知ることができまし
た。･･････それで黄金
・・
や宝石を探しに南西に向うことにしたのであります」
（10月13日，土曜日）
10月13日とは，「インディアス」到着直後の記録で，「黄金」が繰り返し
記されています（傍点筆者）。
コロンは，奴隷にも関心があり，『航海誌』には，インディオと出会った
時のことがこう書き残されています。
「両陛下の御命令さえあれば，私は彼らの全員を捕えてカスティリャにお
送りすることもできれば，またこの島に全員をそのまま捕虜にしておくこと
もできるのであります」（10月14日，日曜日）
コロンはまた「クリストバル」の名にふさわしくインディオがすぐにキ
リスト教徒になると注目しています。
「私は，彼らは簡単にキリスト教徒になると思います」（10月12日，金曜
日）。
「私は，彼らはどんな宗教も持っていないと思います。彼らは物わかりが
非常に良いので，すぐにもキリスト教徒になるものと信じております」（10
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月16日，火曜日）。
「彼らは，唱えるようにと教えられたどんな祈りの言葉でもすぐに覚え，
十字を切ります。従って両陛下は，彼らをキリスト教徒にすることを決意さ
れるべきであります。私は，これに両陛下が取組まれるならば，短期間に多
数の民を我らの聖なる教えに改宗させることができましょうし」（11月12日，
月曜日）。
『航海誌』を読み進むと，「黄金」「キリスト教徒」の文字が特に目立ちま
す。それは同時に，コロンの関心がどこにあったかを裏付けると言えましょ
う。
ある研究者は，『航海誌』は，「奴隷と黄金とキリスト教のオンパレード
である」と指摘しています（荻内勝之，篠田有史『コロンブスの夢』新潮
社・1992年）。
とくに「黄金」は目につきます。また『航海誌』を一貫するのは，両陛
下カトリック両王に対する忠誠心です。
コロンの第１回航海は，1492年８月３日にはじまり1493年３月15日に
「成功」のうちに終ります。
第１回は，サンタ・マリア号，ピンタ号，ニーニャ号３隻と120人の乗組
員でした。しかし，コロンの航海の成功が伝えられると第２回航海への人々
の期待は高まります。
人々の期待に応えて第２回航海は，1493年９月25日から1496年６月11日
の約２年半でした。この航海には，17隻の船と2500人のスペイン人が参加し
ました。
本格的な植民地政策です。2500人の植民者の中には，レコンキスタの兵
士たちも多数含くまれていました。失業した兵士たちです。この構図は，明
治政府の北海道の植民政策であった屯田兵とも共通するものです。
16世紀ヨーロッパ中世と19世紀日本の近代ですが，根底を流れる統治思
想は共通します。スペインは，キリスト教と国内十字軍がその軸ですし，明
治政府は天皇制確立と失業した武士対策を軸に北海道の植民地政策つまりア
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イヌ民族対策をすすめました。
第２回航海は，その出航に比較して成功したと言えません。「黄金」を夢
みた植民者たちの不満をかい、またスペイン人キリスト教徒とインディオの
間に数々の衝突が繰り返されました。コロンは衝突に十分対処することがで
きませんでした。この第２回航海時の失敗は，第３回航海（1498年５月30日
～1500年10月末）で決定的になります。コロンはインディオ統治の責任を問
われ提督の地位を追われます。拘束の身でスペインへ送り返されます。
ここに来て「サンタ・フェ協約」は，カトリック両王によって一方的に
破棄されます。
コロンに対する処遇は，スペイン社会への貢献度を考えるとき，きわめ
て非情と言えます。これもコロンの「新キリスト教徒」説とあるいは関係し
ているのではと考えます。
第２回航海は，コロンの提督解任の引き金になりましたが，一方，その
後の世界史を変えるようないくつかの要因にもなりました。
一つは，第２回航海にラス・カサスの父が参加したことです。父はその
貢献によりインディオを奴隷として連れて帰ります。そのインディオをみて，
ラス・カサスは植民者になることを夢みます。
1502年，失意のうちに第４回航海にコロンが出航した同じ年にラス・カ
サスは，新提督オバンドの率いる植民者の一人としてエスパニョラ島へ渡り
ます。この時，誰が12年後のラス・カサスを予見したでしょうか。
二つは，コロンは，往路，カナリヤ諸島に立ち寄り，砂糖の苗木を「新
世界」に持ち込みます。この苗木はやがて，「新世界」に大量のアフリカ人
が奴隷として送り込まれる要因となります。またアフリカ人を奴隷としてカ
リブ世界に送り込む動機を作り出したのは他ならずラス・カサスでした。こ
の件については後日紹介します。（未完）
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